
Drink tea and know things of local.

地域とつながるお茶のブランド化を目指して



②耕作放棄地(荒れてしまった畑)

テーマ

～「地域課題」を「地域資源」に～

①フードロス(規格外のものなど)



　６月　９日(木)：リモート(顔合わせ)
　       １１日(土)：川内村にて畑の雑草抜き
　       ２６日(日)：ハーブ栽培開始（ニコニコファーム）
　７月１０日(日)：ラベンダー収穫（あぶくま洞）
    ８月 　2日(火)：スペアミント収穫（ニコニコファーム）
　       １２日(金)：お茶の調合（Bar&Cafe Herbalist）
　９月　２日(金)：リモート(柳沼亘さんと顔合わせ)
　       　７日(水)：パッケージ撮影（伊達市）
　       １０日(土)：お茶づくりの工程見学（HOP JAPAN) 
　       １５日(木)：試飲会（聖光学院高校）
　       １８日(日)：試飲会（ペイフォワードカフェ）
１０月２５日(火)：福島大学生と打ち合わせ（リモート）
１１月　５日(土)：販売会(新宿御苑　GTFグリーンチャレンジデー)

活動の流れ



新しくできた「タンキュウブ」として地域と関わる
↓

伊達市は野菜や果物の生産が盛んだと知る
↓

廃棄されてしまうものも多くある

この活動のキッカケ



フードロスの課題に向き合う
↓

代表の大島さんと出会う
↓

『TEA ＆ THINGS』の活動に参加

それをキッカケに…

Fukurum基金により、聖光オリジナルのお茶制作の実現！！

↓



『TEA ＆THINGS』とは？

福島の魅力を伝えること、フードロスに向き合った
商品開発をすることを目的としたブランド



この活動について

【協力】
〈お茶制作〉
・Kokage Kitchen　代表：大島さん
・福島大学の学生のみなさん

〈果物〉
・宮内農園さん　(伊達市)
・ベリーズガーデンさん

〈ハーブ畑〉

・秋風舎さん　(川内村)
しゅうふうしゃ

・ニコニコファーム(桑折町)



・２０～40代女性　　・ナチュラル志向の方
・健康志向の方　　　・福島ファンの方

ターゲット

〈お客さん〉

〈販売経路〉

・セレクトショップ　　・ECサイト
・カフェ　　　　　　　・美容院など



耕作放棄地を使用
秋風舎さん　

畑は…



ドライフルーツ(桃・リンゴ)
＋

ハーブ
＋
茶葉

ハーブティーについて

果物をドライフルーツにし、そのままの酸味を生かしたもの



自分たちで写真のイメージを考える

パッケージデザイン

プロのカメラマンの方に撮影をしてもらいました！

柳沼亘さん（聖光学院卒）
やぎぬま　わたる



パッケージデザイン制作の様子



手段１：本校の女子生徒全員に試飲（107名）　　　　　　　
結果→五分五分

手段２：別の探究活動で大人の女性のお客さんに試飲(42名）
結果→五分五分！

聖光のオリジナリティの完成

二つを一つに絞る！



試飲会の結果

〈聖光学院アンケート〉 〈ペイフォワードカフェアンケート〉



試飲会や打ち合わせの様子



悩んだ末ひとつのお茶に決定！
「YASURAGI FOR YOU」



ついに販売！IN新宿御苑(11/5)
「GTFグリーンチャレンジデー」



・高校生が継続的に地域に関わるきっかけを作っていきたい

今後について

・全国に誇る特産品となるように深く根付いてほしい


・後輩にもこの活動を続けてもらいたい



お店にお茶を置いてもらえることに！

Vaseカフェさん（福島市)



基金のご協力、本当にありがとうございました！

最後に



ご清聴ありがとうございました！


